
未来へつなぐアウトリーチスタートアップ
Outreach activity for the future:

start-up program
210011011 家政学部全教

員 共通 1 必修 1前期

科目の概要
家政学部の教育目標（各学科のDP1、DP2、DP３に対応）である「建学の精神、社会人基礎力、pisa型学力」を育成することを目的に学ぶ初年次教育科目です。その科目
には「未来へつなぐアウトリーチ スタートアップ」と「未来へつなぐアウトリーチⅠ（必）・Ⅱ（選）」があります。「アウトリーチ」とは「手を伸ばす・差し伸べ
る」ことを意味し、課題を抱えた地域へ積極的に出向いて支援することです。この科目は「未来へつなぐアウトリーチⅠ」をスタートするために用意され、「アウト
リーチとボランティアの社会的意義」、「家政学の視点から課題発見・課題解決（pisa型学力　知識の獲得・活用・解決する力）」、「建学の精神－四大精神『真心・
努力・奉仕・感謝』－」、「社会人基礎力」について理解した上で、ボランティア活動の実施計画書を作成します。評価は「自学・共学システム『学びの泉』」の学部
統一のルーブリックで評価します。またボランティアの活動場所は、豊田市旭地区です。

学修内容 到達目標

① アウトリーチとボランティアの社会的意義を理解しま
す。
② 建学の精神（四大精神）を理解します。
③ 社会人基礎力の理解と発揮法を理解します。
④ 家政学の視点からボランティア先の課題を発見し、解
決するためのpisa型学力を活用する方法を理解します。
⑤ ボランティア先の課題解決を解決する実施計画書の作
成法を学びます。

① アウトリーチとボランティアの社会的意義を理解すること
で、実施計画書を作成することができる。
② 建学の精神（四大精神）の実践法を理解することで、学内
で四大精神の実践ができる。
③ 社会人基礎力実践法を理解することで、学内で社会人基礎
力の実践ができる。
④ 家政の視点からボランティア先の課題を発見し、課題解決
に知識・技能を活用することができる。
⑤ ボランティア先の課題を解決する実施計画書案を作成する
ことができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 アウトリーチとボランティア活動の意義を十分理解して、目的・目標を自己のものとして、教員やメンバーから
言われたことだけでなく、自らやるべきことは何かを考えられることが、主体性を発揮していることです。

働きかけ力

実行力

活動の目的・目標に向かって「やろうよ」と呼びかけ、グループメンバーを動かすこと
が、働きかけ力を発揮していることです。

活動の目的・目標を達成しようという意志を持ち、決めたこと、決められたことは確実に
成し遂げようと行動し続けることが、実行力を発揮していることです。

考え抜
く力

課題発見力 活動の目的・目標の達成に向かって、現状を把握し自ら「ここに課題があり、解決が必
要」と提案できることが、課題発見力を発揮していることです。

計画力

創造力

活動の目的・目標の達成に向かって、課題解決のプロセスを明確にし、何をいつまでに実
行するか計画を立てられることが、計画力を発揮していることです。

活動の中で発見する課題を解決する知識・技能を活用して、複数の手順（プロセス）を思考
し、その中で最善のものは何かを提案することができるが、創造力を発揮していることです。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自分の意見・考え・提案を持ち、それを分かりやすく整理して、相手に伝えられること
が、発信力を発揮していることです。

相手の話に適切なタイミングで相槌、うなずきをしながら聴き、話しやすい環境をつくることがで
き、相手の話の内容をさらに明確にする質問ができるが、傾聴力を発揮していることです。

相手の意見・考え・提案に相違点があっても反対するのではなく受容し、自分と相手の意見・考え・提案
を整理して、目的・目標に向かって前進できることが、柔軟性を発揮していることです。。

自分の立場・役割・使命を理解し、グループメンバーがどのような関係にあるのか、物事
がどのように進行しているか把握できるが、情況把握力を発揮していることです。

活動の中で、人と人との約束ごとである一般社会のルールや慣習、あるいはチーム内の
ルールや慣習を守り行動ができるが、規律性を発揮していることです。

活動の中で、ストレスを感じる出来事の原因を明確にして、ストレスを解消する方法を考えることは自分の成長
の機会だとポジティブに捉えることができるが、ストレスコントロール力を発揮していることです。

テキスト及び参考文献
テキスト：
①「自学・共学システム『学びの泉』」‐『智性・徳性・身体・感性・行動』の５つをバランス良く鍛える‐（学泉ノート）（愛知学泉大学発行、
学びの泉開発委員会）
②愛知学泉大学建学の精神　https://www.gakusen.ac.jp/u/univ/idea.html
③愛知学泉大学　教育スタイル　https://www.gakusen.ac.jp/u/univ/kisoryoku.html

他科目との関連、資格との関連

家政学部の教育目標を達成する科目であり、各学科の「DP1、DP2、DP３」に関連する共通科目で初年次教育科目です。
さらに「潜在能力の開発」と連携した科目となります。

学修上の助言 受講生とのルール

・この授業では、出題された課題に取り組み、ワークシー
トを活用して整理します。
・次の授業に備えて、指定された資料等を読み準備しま
す。

・相手を尊重する気持ちは常に持ちます。
・グループワーク活動では、失敗を恐れず、積極的に取り
組みます。
・グループで決められたルールは、必ず守ります。

2023年度 愛知学泉大学シラバス
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

① アウトリーチとボランティアの理念や社会的意義等を
理解できる。
② 建学の精神（四大精神）の実践法を理解することで、
学内で四大精神の実践ができる。
③ 社会人基礎力実践法を理解することで、学内で社会人
基礎力の実践ができる。
④ 家政の視点からボランティア先の課題を発見し、課題
解決に知識・技能を活用方法（pisa型学力）が理解でき
⑤ ボランティア先の課題を解決する実施計画書案を作成
することができる。
・①から⑤全てを明確に理解できている・・・S
・①から⑤3つは理解できている。２つは不明瞭なところ
がある。・・・A

① アウトリーチとボランティアの理念や社会的意義等を
理解できる。
② 建学の精神（四大精神）の実践法を理解することで、
学内で四大精神の実践ができる。
③ 社会人基礎力実践法を理解することで、学内で社会人
基礎力の実践ができる。
④ 家政の視点からボランティア先の課題を発見し、課題
解決に知識・技能を活用方法（pisa型学力）が理解でき
⑤ ボランティア先の課題を解決する実施計画書案を作成
することができる。
・①から⑤の３つは不明瞭なところがある。・・・B
・①から⑤全て不明瞭ではあるが未記入はない。・・・C

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

90

（以下は本授業の到達目標の項目で評価します）
① アウトリーチとボランティアの社会的意義を理解している。自分の考えについても記述できている。
② 四大精神はどのようなときに自分は発揮するのか記述できている。
③ 社会人基礎力を理解し、自分なりにどのように発揮するのか記述できている。
④ ボランティア先の課題を家政の視点から発見し、課題解決に知識・技能を獲得するpisa型学力につい
て理解できている。
⑤ 目的・目標に到達できる計画書が作成できている。
（S～Cの評価）
S:①～⑤全て対応している。
A:①～⑤のいずれか3つは対応している　B: ①～⑤のいずれか2つは対応している　C: ①～⑤のいずれ
か1つは対応している。
（Fの評価方法と評価）
①～⑤全てできていない。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

①

0

②

③

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

以下の能力評価方法は、学部統一のルーブリックで評価します。
【主体性】活動の目的・目標を自発的に探し出し、一歩でも前に進めようとする行動ができている。
【実行力】活動の目的・目標を達成しようという意志を持って行動し、決めたこと、決められたことは確実に成し遂げる行
動を続けている。
【課題発見力】活動の目的・目標の達成に向かって、現状を把握し自ら「ここに問題があり、解決が必要だ」と提案ができ
ている。
【創造力】活動時に発生する課題解決に対して、自分の意見・考え・提案をする行動ができている。
【発信力】活動時に自分の意見・考え・提案を持ち、それを分かりやすく整理して、相手に伝える行動ができている。
【傾聴力】活動時に相手の話に適切なタイミングで相槌、うなずきをしながら聴き、話しやすい環境をつくることができ、
話の内容を理解することができている、さらに相手の話の内容をさらに明確にする質問ができる。
【規律性】人と人との約束ごとである一般社会のルールや慣習、あるいはチーム内のルールや慣習を守る行動ができる
以上の7つの能力要素は、ワークシートの記述内容と授業内での行動より担当教員が評価します。全能力要素の評価基準は
学泉ノートの評価レベルで判定します。7つの能力が全てレベル3以上で10ポイントの評価とします。レベル３以下の能力要
素は‐1ポイント減点とします。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



① アウトリーチとボランティアの理念や社会的意義等を
理解できる。
② 建学の精神（四大精神）の実践法を理解することで、
学内で四大精神の実践ができる。
③ 社会人基礎力実践法を理解することで、学内で社会人
基礎力の実践ができる。
④ 家政の視点からボランティア先の課題を発見し、課題
解決に知識・技能を活用方法（pisa型学力）が理解でき
⑤ ボランティア先の課題を解決する実施計画書案を作成
することができる。
・①から⑤の３つは不明瞭なところがある。・・・B
・①から⑤全て不明瞭ではあるが未記入はない。・・・C

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・ボランティア・アウ
トリーチの目的を理解
する。
・ワークシートの活用
法を理解する。
・旭地区の歴史・文
化、特色を把握する

〈講義・ディスカッション〉
①ボランティア・アウトリー
チの目的について講義する。
②旭支所長による旭地区の歴
史、文化、特色について講義
をする。その後、支所長と
ディスカッションをする。
③ワークシートの記載方法に
ついて講義する。

・報告された旭地区の
歴史、文化、特色と活
動内容のみワークシー
ト（PCR)に記述でき
る。

（予習）
・旭地区の情報を収集
する。
（復習）
・旭地区の課題をワー
クシート（PCR)に整理
する。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力

2

＜学修内容の理解①＞
・シラバス内容を理解
する。
・四大精神、社会人基
礎力、pisa型学力の発
揮法を理解する。

〈講義〉
①シラバス内容につい
て講義する。
②四大精神、社会人基
礎力、pisa型学力の発
揮法について講義す
る。

・pisa型学力、四大精
神、社会人基礎力の発
揮法がワークシート
（PCR)に記述できてい
る。
・ワークシート（PCR)
が期限までに提出でき
る。

（予習）
以下の4点をワークシート（PCR)に
まとめる。
・pisa型学力とは
・四大精神とは
・社会人基礎力とは
・ボランティアとは
（復習）
・pisa型学力、四大精神、社会人基
礎力、ボランティア・アウトリーチ
についてワークシート（PCR)に整理
と自分にはどのようなことができる
か明確にする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

3

＜学修内容の理解②＞
・マナー、健康管理の
重要性を理解する。
・ボランティア先とメ
ンバー発表をする。

〈講義・ディスカッ
ション〉
①活動のマナーと健康
管理の重要性を講義す
る。
②メンバーの交流を図
るディスカッションを
する。

・マナーの必要性と健
康管理のポイントを
ワークシート（PCR)に
整理できている。
・グループメンバーに
自己を紹介できる。

（予習）
・マナーとは何か、その必要
性、健康管理に必要なことは
何か、自己PRを考え、ワーク
シート（PCR)に整理する。
（復習）
・マナーの重要性、健康管理
のポイントをワークシート
（PCR)に整理して、理解を深
める。

60

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

4

４～６週は学修内容の①②
③④を纏めて実施する。
＜活動場所の実態把握（回
遊調査）＞
①地区の方より、地区の概
要、活動内容を聴き、地区
が直面している課題を衣・
食・住・消費・環境等の家
政学の観点から理解する。

〈講義・ディスカッ
ション〉
①地区の方による活動
場所の説明と今までの
ボランティア活動につ
いてコミュニケーショ
ン（ディスカッショ
ン）をとる。

・地区の概要と課題を
ワークシート（PCR)へ
記述できる
・ワークシート（PCR)
を期限までに提出でき
る。

（予習）
・家政学とは何を学ぶ学問
か。
・活動場所の今まで行ったボ
ランティア活動内容・活動先
の課題は何かであったか整理
してワークシート（PCR)にま
とめる。
（復習）
・ボランティア先の課題を整
理する。

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性

5

・活動先の方とディス
カッションする中で、
家政学の観点から課題
を発見する。
<活動場所の課題発見>
・活動先を回遊調査よ
り、地区の方から、地
区が直面している課題
を整理する。

〈ディスカッション〉
①活動先の方とディスカッ
ションする中で、家政学の観
点から課題を発見する。
②活動先の担当者より活動場
所、内容等の講義後、グルー
プ別に現地調査に入る。
・授業内で不明な点、疑問
点、質問等はgoogleのドキュ
メント、スプレッドシートを
活用して行う。

・pisa型学力、四大精
神、社会人基礎力の活
用がワークシート
（PCR)に記述できてい
る。
・活動場所で何をする
か把握し、ワークシー
ト（PCR)へ記述するこ
とができる。

（予習）
・pisa型学力、四大精神、
社会人基礎力の発揮とは何
かしたか、2週の学修内容
をワークシート（PCR)に整
理する。
（復習）
・pisa型学力、四大精神、
社会人基礎力をどのように
発揮かシートに整理する。

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性

6

④回遊調査より、さら
なる課題を発見する。

〈ディスカッション〉
①活動先の課題を整理
するためのコミュニ
ケーションをとる。

・ワークシート（PCR)
の提出期限を守ること
ができる。

（予習）
・回遊調査の目的を明確に
する。
（復習）
・地区の活動内容と課題は
何か。
・pisa型学力、四大精神、
社会人基礎力は発揮できた
か振り返るをワークシート
（PCR)に整理する。

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性

7

＜回遊調査の振り返り＞
・地区の課題とその課題
解決をグループメンバー
と共有する。
・活動の達成目標、行動
目標を設定する。
・pisa型学力、四大精
神、社会人基礎力の発揮
法を明確にする。

〈ディスカッション〉
①チームで、地区の課
題抽出のディスカッ
ションをする。

・地区の課題が明確に
なっている
・達成目標、行動目標
が設定できる。
・pisa型学力、四大精
神、社会人基礎力の発
揮法がワークシート
（PCR)に整理するに記
述できている。

（予習）
・回遊調査で発見した課題
ををワークシート（PCR)に
整理する。
（復習）
・グループで明確にした活
動場所の課題を解決する達
成目標と行動目標をワーク
シート（PCR)に整理する。

180

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

＜課題解決の実施計画を
立案>
・未来へつなぐアウト
リーチⅠで実施する活動
計画をPDCAサイクルを活
用して立案する。
・各自のpisa型学力、四
大精神、社会人基礎力の
行動目標を立案する。

〈演習・ディスカッ
ション〉
①地区の課題解決の計
画書をディスカッショ
ンしながら、ワーク
シートを使い作成す
る。

・実施計画の立案でき
る。
・pisa型学力、四大精
神、社会人基礎力の行
動目標を立案がワーク
シート（PCR)に整理で
きる。

（予習）
・課題解決の実施計画案をグ
ループに発表できるようにワー
クシート（PCR)に整理する。
（復習）
・グループでまとめた実施計画
案を整理する
・自己のｐｉｓａ型学力、建学
の精神（四大精神）、社会人基
礎力の行動目標を明確にして、
ワークシートを整理する。

180

主体性
働きかけ
力
実行力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握
力
規律性


